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■ 家庭の食事での調査（いわゆる「陰膳」調査）

実際の線量は、どの地域でも、基準値の上限の水準の１％以下と推計

● H25年3月に、全国各地で家庭の食事を集め、放射性セシウムを精密に調査
地域ごとに、幼児と成人の一般家庭で調理された食事（計82名）を集め、放射性セシウムを測定
※幼児（３～６歳）、成人（20歳以上） 岩手県、神奈川県、高知県は成人のみ

線量の上限値（1ミリシーベルト/年）
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● この調査結果をもとに、１年間に受ける線量を推計
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